














具体的な整備内容シート（基礎案）
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●概要

水制工の設置
・平常時の航路幅（川幅）が狭まることにより喫水の確保が可能（水深増）
・水深増により掃流力が増し、航路内の堆砂が軽減される（維持管理が容易）
・豊かな生物層で構成されるワンドの再生（より豊かな自然の再生）
ただし、以下の対策について検討する必要がある。
・粗度が増すことによる流下能力の低下に対する対策
・横断形状の連続性を確保する対策（例えば高水敷の切り下げ）

淀川では、緊急時の物資輸送、歴史文化の継承、河川環境へのふれあい等を目的に舟
運の復活が望まれている。舟運の成否は航路をいかに、安定させるかにかかっている。航
路の計画にあたっては、水深と幅の確保、流下能力の確保、侵食・洗掘に対する河川管理
施設の安全性の確保、ライフサイクルコストの最小化（イニシャルコスト＋ランニングコスト
の最小化）、河川環境の保全（自然環境や景観の保全と創造、河川利用との調和）という
視点から、淀川の水理的特性を踏まえ、計画の妥当性を検証していく必要がある。以下に
舟運航路確保手法を提案する。
１．水制工による航路の確保
過去の淀川に存在した水制工を設置することにより、豊かな生物層をはぐくむワンドを再
生するとともに、航路を確保する。
２．対象船舶の能力向上による舟運（代替案）
技術革新により喫水1m以下の船舶（対象船舶である貨物船）を開発し、大規模な航路確
保工事を行わずに舟運を行う。

●委員会等からの意見
淀川舟運低水路整備検討については、河川環境の保全の面から、大規模な航路確保工事を
行わずに航路が確保できるようにする必要がある。

●進捗状況報告
治水上影響の少ない水制工形状を検討の実施。
今後は環境上の影響検討のために試験施行を実施する。














